
　放射線被曝のない未来をのない未来を未来をを
　子どもたちにどもたちに
　　　　　　

健文会平和フェスタフェスタ
2020年10月11日

宇部市総合福祉会館

い未来をのち・未来うべ　未来をうべ　
安藤　公門
岡本　正彰

ブログ「いのち・未来うべ」い未来をのち・未来うべ　未来をうべ」



福島のみなさんへ　のみなさんへ　山口県の宇部からの宇部から

１　新規の原発、上関原発計画を止めますの原発、上関原発計画を止めますを止めますめます

２　避難・未来うべ　保養の活動の活動

　　　語り部として山口へ来てください。り部として山口へ来てください。部として山口へ来てください。山口へ来をて山口へ来てください。ください未来を。

３　原発も核兵器もない社会へ！もない未来を社会へ！

　　　地域から声をあげます。から声をあげます。をあげます。





原発道路、資材運搬道路工事が進んでが進んで進んでんで
い未来をる
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中国電力、海上ボーリング調査
の申請

 ●今年の秋にも再び海上ボーリング調査にも再び海上ボーリング調査び海上ボーリング調査海上ボーリング調査

　　　　　

 ●江島のみなさんへ　潔　経産省副大臣

 　　　「いのち・未来うべ」地元としては原発をつくる方向」として山口へ来てください。は原発をつくる方向」原発をつくる方向」



祝島のみなさんへ　　月曜デモデモ





全国から布メッセージメッセージ



毎朝の辻立ち、の辻立ち、ち、1２年
　　　　　小中進んでさん



上関原発を建てさせないて山口へ来てください。させない未来を
福島のみなさんへ　を忘れないれない未来を
 山口県の宇部からでの取組みみ

 2013年以来を、県の宇部から民大集会

 上関原発を建てさせないて山口へ来てください。させない未来を県の宇部から民連絡会

 　









避難・未来うべ　保養の活動の取組みみ　







語り部として山口へ来てください。り部として山口へ来てください。部の証言





原発ゼロ金曜デモウォーク＠宇部宇部





原発も核兵器もない社会へ！もない未来を社会を！

 201８～１9年学習会テキスト

 　　津田　敏秀著　

 　　　　『医学的根拠とは何かとは原発をつくる方向」何かか』

 　　　　　　岩波新書　2013年

 2020年～21年の学習会テキスト

 　　中川保雄著

 　　　　『放射線被曝のない未来をの歴史』

 　　　　　　　　明石書房　2011年増
補版

 　　　　



なぜ原発を止めないのか　（資料）原発を止めますめない未来をのか　（資料）資料）
３・未来うべ　１１直後の読売新聞社説の読売新聞社説
 エネルギー政策　展望なき「脱原発」と決別を（なき「いのち・未来うべ」脱原発」と決別を（を（資料）9月7日付・未来うべ　読売社説）
 　◆再び海上ボーリング調査稼働で電力不足の解消急げ◆で電力不足の解消急げ◆の解消急げ◆げ◆

 　電力をは原発をつくる方向」じめとしたエネルギーの安定供給は、豊かな国民生活の維持に不可欠である。は原発をつくる方向」、豊かな国民生活の維持に不可欠である。かな国民生活の維持に不可欠である。に不可欠である。である。
 　代替電源を確保する展望があるわけではないのに、原発新設の可能性を全否定するかのようなを確保する展望なき「脱原発」と決別を（が進んであるわけでは原発をつくる方向」ない未来をのに、原発新設の可能性を全否定するかのようなの可能性を全否定するかのようなを全否定するかのような
見解を示すのは早すぎる。すのは原発をつくる方向」早すぎる。すぎる。

 　　　　～～～～～～～～～
 　高性を全否定するかのような能で安全な原発を今後の読売新聞社説も新設の可能性を全否定するかのようなして山口へ来てください。い未来をく、とい未来をう選択肢を排除すべきではない。を排除すべきではない。すべきでは原発をつくる方向」ない未来を。

 　中国やインドなど新興国は原発の大幅な増設を計画している。日本が原発を輸出し、安全操業インドなど新興国は原発の大幅な増設を計画している。日本が原発を輸出し、安全操業など新興国は原発をつくる方向」原発の大幅な増設を計画している。日本が原発を輸出し、安全操業な増設の可能性を全否定するかのようなを計画を止めますして山口へ来てください。い未来をる。日本が進んで原発を輸出し、安全操業し、安全操業
の技術も供与することは、原発事故のリスク低減に役立つはずだ。も供与することは、原発事故のリスク低減に役立つはずだ。することは原発をつくる方向」、原発事が進んで故のリスク低減に役立つはずだ。のリスク低減に役立つはずだ。に役立ち、つは原発をつくる方向」ずだ。

 　日本は原発をつくる方向」原子どもたちに力の平和フェスタ利用を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料じて山口へ来てください。核拡散防止めます条約（資料）ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料の強化に努め、核兵器の材料に努め、核兵器の材料め、核兵器もない社会へ！の材料
になり部として山口へ来てください。得るプルトニウムの利用が認められている。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力るプルトニウムの利用が認められている。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力の利用を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料が進んで認められている。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力められて山口へ来てください。い未来をる。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力が進んで、外交的には原発をつくる方向」、潜在的な核抑止めます力
として山口へ来てください。機能して山口へ来てください。い未来をることも事が進んで実だ。だ。

 　首相は感情的な「脱原発」ムードに流されず、原子力をめぐる世界情勢を冷静に分析して、エネは原発をつくる方向」感情的な「いのち・未来うべ」脱原発」ムの利用が認められている。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力ードなど新興国は原発の大幅な増設を計画している。日本が原発を輸出し、安全操業に流されず、原子力をめぐる世界情勢を冷静に分析して、エネされず、原子どもたちに力をめぐる世界情勢を冷静に分析して、エネを冷静に分析して、エネに分析して、エネして山口へ来てください。、エネ
ルギー政策を推進んですべきだ。

 （資料）2011年9月7日01時19分  読売新聞）
  



潜在的な核抑止めます力

 日本は原発をつくる方向」原子どもたちに力の平和フェスタ利用を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料じて山口へ来てください。核拡散

防止めます条約（資料）ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料の強化に努め、核兵器の材料に努め、核兵器の材料め、核兵

 器もない社会へ！の材料になり部として山口へ来てください。得るプルトニウムの利用が認められている。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力るプルトニウムの利用が認められている。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力の利用を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料が進んで

認められている。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力められて山口へ来てください。い未来をる。こうした現状が、外交的には、潜在的な核抑止力が進んで、外交的

 には原発をつくる方向」、潜在的な核抑止めます力として山口へ来てください。機能して山口へ来てください。い未来を

 ることも事が進んで実だ。だ。



原子どもたちに力基本法こっそり部として山口へ来てください。追加　2014年
 原子どもたちに力基本法（資料）昭和フェスタ三十年十二月十九日法律第百八十六号）
 最終改正：平成二六年六月一三日法律第六七号
 　　　　　　　　　　　　　第一章　総則
 （資料）目的）
 　第一条 　この法律は原発をつくる方向」、原子どもたちに力の研究、開発及び利用（以下「原子び海上ボーリング調査利用を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料（資料）以下「いのち・未来うべ」原子どもたちに

力利用を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料」とい未来をう。）を推進んですることによつて山口へ来てください。、将来をにおけるエネルギー
資源を確保する展望があるわけではないのに、原発新設の可能性を全否定するかのようなを確保し、学術も供与することは、原発事故のリスク低減に役立つはずだ。の進んで歩と産業の振興とを図り、もつて人類社会のと産業の振興とを図り、もつて人類社会のり部として山口へ来てください。、もつて山口へ来てください。人類社会の
福祉と国民生活の水準向上とに寄与することは、原発事故のリスク低減に役立つはずだ。することを目的とする。

 （資料）基本方針）
 　第二条 　原子どもたちに力利用を通じて核拡散防止条約（ＮＰＴ）体制の強化に努め、核兵器の材料は原発をつくる方向」、平和フェスタの目的に限り、安全の確保を旨としり部として山口へ来てください。、安全の確保を旨としとし

て山口へ来てください。、民主的な運営の下に、自主的にこれを行うものとし、その成果をの下に、自主的にこれを行うものとし、その成果をを
公開し、進んでんで国際協力に資するものとする。

 　
 ２ 　前項の安全の確保については、確立された国際的な基準を踏まの安全の確保につい未来をて山口へ来てください。は原発をつくる方向」、確立ち、された国際的な基準を踏まま
え、国民の生命、健康及び利用（以下「原子び海上ボーリング調査財産の保護、環境の保全並びにの保全並びにび海上ボーリング調査に我が国のが進んで国の
安全保障に資するに資することを目的として山口へ来てください。、行うものとする。



　　核二元としては原発をつくる方向」論への批判　への批判　
　　
渡辺謙一監督作品　　「いのち・未来うべ」我が国のが進んで友・未来うべ　原子どもたちに力～放射能の世紀」
　　　　　　　　　来を年３月に向かって山口へ来てください。全国上映、１０月２５日東京試写会、
　　　　　　　　　２６日福島のみなさんへ　で上映会　。在仏の監督の来日。の監督の来を日。
　　　　　　　　　福島のみなさんへ　上映会には原発をつくる方向」、小出し、安全操業裕章さんとのゲストトークが進んであるとのこと。

監督のコメント（資料）タイトルについ未来をて山口へ来てください。）：
～～～～
このタイトルは原発をつくる方向」Walt Disney製作のOur Friend The Atom我が国のが進んで友-原子どもたちに力に由来をして山口へ来てください。い未来をます。
日本では原発をつくる方向」1958年元としては原発をつくる方向」旦に日本テレビが放送し、原子力と核兵器・核実験のイメージを分離に日本テレビが放送し、原子力と核兵器・核実験のイメージを分離が進んで放送し、原子力と核兵器・核実験のイメージを分離し、原子どもたちに力と核兵器もない社会へ！・未来うべ　核実だ。験のイメージを分離のイメージを分離
するプロパガンダでした。医学・産業・科学・未来イメージを原子力に植え付け、でした。医学・未来うべ　産業・未来うべ　科学・未来うべ　未来をイメージを原子どもたちに力に植え付け、え付け、
核兵器もない社会へ！・未来うべ　核実だ。験のイメージを分離とは原発をつくる方向」別を（のものであると核二元としては原発をつくる方向」論への批判　を洗脳しました。しました。
憲法9条を持に不可欠である。つ日本が進んで原子どもたちに力を導入するためには核二元論が理屈の上で必須でした。するためには原発をつくる方向」核二元としては原発をつくる方向」論への批判　が進んで理屈の上で必須でした。の上で必須でした。でした。



日本の原子どもたちに力導入するためには核二元論が理屈の上で必須でした。への歩と産業の振興とを図り、もつて人類社会のみは原発をつくる方向」1954年に表面化に努め、核兵器の材料しますが進んで、その年は原発をつくる方向」水爆実だ。験のイメージを分離を含
む核開発実験がビキニ環礁やネバダで常態化する時期でもあります。核開発実だ。験のイメージを分離が進んでビが放送し、原子力と核兵器・核実験のイメージを分離キニ環礁やネバダで常態化する時期でもあります。やインドなど新興国は原発の大幅な増設を計画している。日本が原発を輸出し、安全操業ネバダでした。医学・産業・科学・未来イメージを原子力に植え付け、で常態化に努め、核兵器の材料する時期でもあります。でもあり部として山口へ来てください。ます。3月1日には原発をつくる方向」
マグロ漁船第五福竜丸が死の灰をかぶり急性被ばくの犠牲者を出します。その翌が進んで死の灰をかぶり急性被ばくの犠牲者を出します。その翌の灰をかぶり急性被ばくの犠牲者を出します。その翌をかぶり部として山口へ来てください。急げ◆性を全否定するかのような被ばくの犠牲者を出します。その翌を出し、安全操業します。その翌
日、国会では原発をつくる方向」原子どもたちに力研究開発予算が中曽根グループの手で提出されます。日本国が進んで中曽根グループの手で提出されます。日本国で提出し、安全操業されます。日本国
内の反核運動が盛り上がりを見せるその渦中で、原子力導入の道が開かれる。その反核運動が進んで盛り上がりを見せるその渦中で、原子力導入の道が開かれる。そり部として山口へ来てください。上が進んでり部として山口へ来てください。を見せるその渦中で、原子どもたちに力導入するためには核二元論が理屈の上で必須でした。の道が進んで開かれる。そ
れを可能にしたプロパガンダでした。医学・産業・科学・未来イメージを原子力に植え付け、が進んでOur Friend The Atomです。我が国のが進んで友・未来うべ　原子どもたちに力とい未来をうタ
イトルにこだわったのは原発をつくる方向」、“放射能”を切り口に“原子力と核兵器”、両者一体のイメ放射能”を切り口に“原子力と核兵器”、両者一体のイメり部として山口へ来てください。口に“放射能”を切り口に“原子力と核兵器”、両者一体のイメ原子どもたちに力と核兵器もない社会へ！”、両者を出します。その翌一体のイメ
ージを再び海上ボーリング調査構成したい未来をと思うからです。うからです。

～～～～

.詳しくは、「我が友・原子力〜放射能の世紀」のサイトをご覧ください。しくは原発をつくる方向」、「いのち・未来うべ」我が国のが進んで友・未来うべ　原子どもたちに力～放射能の世紀」のサイトをご覧ください。覧ください。ください未来を。

https://impleo.co.jp/distribution/wagatomo.html



初心、原点を大切にを大切り口に“原子力と核兵器”、両者一体のイメに
地域から声をあげます。から声をあげます。をあげ続けます！けます！

 どの子どもたちにも幸せにせに
なるように！

ご覧ください。静に分析して、エネ聴ありがとうあり部として山口へ来てください。が進んでとう

ご覧ください。ざい未来をました！

 　　　
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